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■教訓 1 犠牲者 7割は 60 歳以上 

 襲来した津波は人や家屋を巻き込みながら

海に戻っていくため、人的被害の把握を困難に

させる。27 年 2 月末現在、気仙沼市では死者

数 1042 人、行方不明者数 226 人、震災関連死

107 人と公表しているが、震災から 4年が過ぎ

てもその合計が震災犠牲者として確定しては

いない。死者数には、遺体が見つかったのに身

元が分かっていない 2人が含まれ、行方不明者

の中には遺族の心の整理がつかずにまだ死亡

届を出してない人もいるからだ。 

 遺体発見、行方不明に関わらず、震災の犠牲

となって死亡届が出た市民は 1243 人。このう

ち 374 人は、遺体が発見されないまま死亡届が

提出され、その後に 148 人の遺体が見つかって

いる。今月 6日には、本吉町の日門漁港で 1月

に見つかっていた遺体の一部の身元がＤＮＡ

鑑定で新たに判明している。 

 死亡届のあった 1243 人の内訳は、男性 597

人（48％）、女性 646 人（52％）と女性の方が

わずかに多い。年齢別にみると、60 歳以上が

67％を占めている。19歳以下の死者は 45 人

だった。 

 津波が襲来したのは金曜日の午後。保育所

や学校の管理下で犠牲になった子どもはいな

かったが、迎えにきた保護者に引き渡した

り、学校を休んでいたりして津波に巻き込ま

れた。翌日は中学校の卒業式を予定してお

り、中学３年生はいつもより早く帰宅して犠

牲になったケースもあった。仕事中に犠牲に

なり、労災認定を受けたのは南三陸町を含め

て 109 人で、主な内訳は製造業 38人、運輸交

通業 22 人、建設業 16人、介護施設や病院な

どの保健衛生業 13 人。自宅に残っていたお年

寄り、海の近くにあった老人福祉施設の入所

者も多く犠牲になった。 

気仙沼の年代別死者数 

年齢 死亡者数 割合 

0～9 歳 30 人 2.4％ 

10～19 歳 15 人 1.2％ 

20～29 歳 28 人 2.3％ 

30～39 歳 70 人 5.6％ 

40～49 歳 108 人 8.7％ 

50～59 歳 153 人 12.3％ 

60～69 歳 237 人 19.1％ 

70～79 歳 314 人 25.3％ 

80～89 歳 219 人 17.6％ 

90～99 歳 67 人 5.4％ 

100～105 歳 2 人 0.2％ 

合計 1243 人 100％ 

被災地の現状と課題を伝えてきた「気仙沼復興レポート」。震災から丸４年となる第 13

回は、「震災の教訓」をテーマに、3.11 の気仙沼を徹底検証し、その教訓を洗い出す。震

災前の気仙沼の防災は、国内外から注目を集めるほど進み、避難訓練も盛んに行われてい

た。それなのに、なぜ 1200 人以上もの命を失ったのか。あの日にできなかったこと、で

きたこと、各種資料を整理し、多くの犠牲を払って得た教訓を次の世代、全国どこで起こ

るか分からない次の災害への備えとしたい。 
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津波災害に備え、避難時の要援護者をリス

トアップしていたのだが、運用の前だったの

である。 

■教訓 2 想定信じ逃げない人も 

 静岡大学防災総合センター牛山研究室の調

査では、気仙沼市の犠牲者の居住地と遺体発

見場所の関係が分析されている。犠牲者の発

見場所は「居住地敷地内」が 12％で、居住地

から 500ｍ以内と合わせると 48％だったこと

から、過半数程度が津波到達時に自宅付近に

いたと推測している＝右図参照＝。 

 河北新報の記事(24 年 9 月 24 日付)による

と、障害者手帳所持者の 3.8％に当たる 137

人が死亡し、その死亡率は全住民の死亡率

1.5%の２倍超だった。障害者、高齢者などの

災害弱者の中には、逃げたくても逃げられな

かった人もいた。一方、想定を信じて「自分

の家は大丈夫」と避難せず、想定外の大津波

で犠牲になった人も少なくなかった。 

 市が 25年 7 月に実施した「津波避難等に関

する市民アンケート」(全戸配布・回収率 24％)

では、12％が「援助が必要」と回答。浸水し

た場所にいながら、18％(956 人)が「避難し

なかった」ことも分かった。特に津谷地区は

32％と高かった。地震後の家の片づけなどに

よって避難が遅れた人が多かった。 

 同研究室は、500ｍメッシュ（範囲）の犠牲

者も市内全域で調べたが、陸前高田市のよう

な「犠牲者 100 人以上」のメッシュはなかっ

た。気仙沼市内での最大は 60 人（陸前高田市

は 186 人）、犠牲者率が最も高かったのは波路

上地区の 14％だった。 

 また、「人口 100 人以上」かつ「津波浸水

域」でも犠牲者率 0％のメッシュが陸前高田

市と比べるとかなり多いことが分かった。浸

水深が大きく、人口も多いのに犠牲者率が低

かったメッシュとしては、小泉地区が挙げら

れる。こうした地区はすぐに近くに高台や避

難所があったという。 

 三陸沿岸は毎年のように津波注意報や警報

が発表されても、津波被害はほとんどないと

いう状況が震災前は続いていた。避難しても

被害がないことが繰り返され、避難しなくな

る人が増えていたが、東日本大震災は震度 6

弱の大きな揺れが伴ったため、津波を予感し

た市民は多かった。津波が「想定内」であれ

ば、人的被害は大幅に抑えられただろう。 

■教訓 3 225 人が行方不明 

 気仙沼警察署管内での遺体発見は 23年 3 月

と４月がピークだった。月別の遺体発見数は

3月 620 体、4月 282 体、5月 59 体など減少

地区別の被害状況 

地区名 犠牲者 全壊家屋 死者が多い行政区 

気仙沼 363 4645 内ノ脇 2区 

鹿 折 205 3182 中みなと町 1区 

松 岩 121 1246 古谷館 

新 月 14 4 － 

階 上 208 1748 杉ノ下 

大 島 33 777 磯草 

面 瀬 57 582 尾崎 

中 井 20 212 小鯖 1区 

唐 桑 34 998 鮪立・宿 2区 

小原木 48 666 大沢 1区 

小 泉 40 1108 小泉東 

津 谷 24 178 津谷下町 

大 谷 75 1113 三島 

合 計 1242 16459 杉ノ下（93 人） 

犠牲者の発見場所
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したが、6月以降は海上で見つかる遺体の割

合が大きくなった。24年になっても、がれき

の中から遺体が見つかった。23 年に海上から

見つかった遺体は 139 体だった。 

 発見された遺体は、小学校(新城・白山・階

上・面瀬)の体育館、本吉響高校、大島公民

館、唐桑公民館、スパーク気仙沼(屋内ゲート

ボール場)に安置され、家族が迎えに来るのを

待った。しかし、損傷が激しい遺体もあり、

ＤＮＡ鑑定が必要となるケースもあった。 

 火葬が追い付かず、鹿折の広場に身元不明

者 127 人を含む 208 人の遺体は一時土葬し、

大島でも 20 人が土葬された。23年 11 月まで

にすべて掘り起こして火葬した。 

 遺体の発見が減り始めた 23 年 6月 11 日か

ら、行方不明者の死亡届が認められた。警察

から証明書を受け、申述書とともに死亡届を

市役所に提出することができた。震災から１

年の区切りに合わせて、行方不明者の死亡届

を提出した遺族が多かった。特に階上、鹿折、

大谷で行方不明者が多く、階上だけでも 65 人

がまだ見つかっていない。 

現在も気仙沼署管内で

見つかった 2人の遺体の

身元が分からずにいる。

１人は 23年 4月 10 日に

唐桑町金取漁港内で発見

した女性(推定 60～90

歳)、もう１人は同年 5

月 22 日に鹿折地区のド

ラッグストア内で発見された

男性(推定 40～70 歳)。体重

はいずれも 60 ㌔ぐらいで、

男性はシルバーの指輪(ＳＳ0.01 と刻印)をして

いた。県警は男性の似顔絵（上図）を公開し

ている。ほかに身元不明の骨辺が多数ある。 

■教訓 4 全壊 1万 2184 戸 

 気仙沼市の面積 333.41 ㎢に対し、津波で浸

水したのは 5.6％の 18.65 ㎢。このわずかな

範囲で、全家屋の 40.9％に相当する 2万 6124

戸、全事業所の 80.7％に当たる 3314 事業所

が被災した。家屋被害の内訳は全壊(1 階天井

以上の浸水)1 万 6459 戸、大規模半壊(1ｍ以

上の床上浸水)2307 戸、半壊(1ｍ未満の床上

浸水)1893 戸、一部破損(床下浸水)5465 戸だ

った。 

地区別の家屋被害率(全家屋に対する被害状況)

は小泉が 69.27％と最も高く、階上は 61.9％、

鹿折 61.55％、気仙沼は 50.72％と 13 地区の

うち 4地区で 50％を超えた。 

 国交省が気仙沼で行った調査では木造の建

物は浸水深 3ｍ以上、鉄筋コンクリートの建

物は 5ｍ以上で流失する割合が高かったこと

が分かった(下図参照)。 

 

■教訓 5 届かなかった避難情報 

 気仙沼・本吉地域広域消防本部によると、

午後 2時 46 分の地震後、気象庁は同 49分に

大津波警報を発表した。その 1分後に防災無

線で広報した津波情報は、津波の到達予想時

刻が午後 3時、予想される津波の高さは 6ｍ

であった。津波の予想高は同 14 分になって、

10ｍ以上と発表が変更されたが、すでに一部

沿岸に津波が到達した後だったので防災無線

による周知は間に合わなかった。 
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 一方、気象庁が三陸沖合に設置していたＧ

ＰＳ波浪計は、沿岸に大津波が到達する 10 分

前に 6ｍを超える津波高を沖合で観測。気象

庁の警報切り替えにも活用されたものの、第

1波を観測後は陸上の通信回路の寸断によっ

てデータ伝送が中断されてしまった。 

唐桑沖にも震災の 3年前に 1基設置された

ばかりだった。市の危機管理課からもこの観

測データを見ることができ、もしもデータが

伝わっていれば、もっと観測網が充実してい

れば、もっと多くの命を救えたかもしれなか

ったのだ。 

 なお、震災後にデータを確認したところ、

津波は午後 8時の第 7波まで観測されていた。

第 1波が突出して高く、第 2～7波で徐々に低

くなった。市街地に第 1波が到着したのは地

震から 40～50 分後だった。 

 119 番通報は午後 7時 10 分で不通となっ

た。それまで 78件の救助要請があったが、ほ

とんどが浸水域のために対応ができず、12 件

のみの対応となった。夜明けから活動を本格

化させ、3月 11 日から 31 日までの間、広域

消防だけで 419 件の救急出動によって 298 人

を救助。緊急消防援助隊なども 654 人をヘリ

コプターなどで救い出している。 

 携帯電話は、回線が混

雑してほとんど通じなか

ったが、メールは届きや

すかった。携帯電話の基

地局のバッテリーが無く

なった午後 9時半ごろか

ら電波が届かなくなっ

た。防災無線は子局のバ

ッテリーが切れる 13 日夜まで計 78 回の避難

広報を行った。防災無線の子局は 180 施設の

うち 41 施設が津波に被災。復旧と合わせてデ

ジタル方式に切り替えた。 

 市が 23年 6 月に実施した被災者アンケート

(仮設住宅は配布。2769 人回答)では、約 2割

が「震災直後に避難指示が聞こえなかった。

分からなかった」と回答。特に本吉地区は、

自宅にいた人の半数が「聞こえなかった」と

答えた。市内全域が停電したため、テレビで

情報収集できず、ラジオで避難情報を入手し

た人も多かった。4割以上が車で避難した。 

■教訓 6 渋滞で失った命 

 車避難による渋滞は、沿岸から高台へ続く

道路で発生し、幸町、仲町、最知などで動け

なくなった車が津波に巻き込まれた。停電に

よって信号が消え、混乱に拍車をかけた。勤

務先から自宅へ戻ったり、保育所や学校へ子

どもを迎えに行ったりと、内陸から沿岸に向

かう車も多かった。大川の橋がボトルネック

になった。 

車内で見つかった遺体は 70 体以上だった。

警察庁によると、宮城県で収容した 9384 遺体

のうち 575 遺体が車内から発見された。県内

の被災車両は 14万 6 千台と登録台数の 1割に

及んだ。人的被害はなかったが、ミヤコ―バ

スが市内で所有していたバス 30 台のうち 20

台も流出した。 

 津波避難の市民アンケートでは、避難の移

動手段は車が 49％、徒歩 47％、自転車・バイ

ク 2％と回答。特に階上地区は車で避難した

人が 61％と高かった。「車でないと遠くまで

行けない」「家族や荷物を乗せるため」という

理由が多かった。避難途中の状況は、37％が

「車が渋滞していた」、23％が「人と車が混在

して危険だった」、3％が「車を乗り捨てよう

と思ったが場所がなかった」だった。避難途

中に 488 人が「津波に追いつかれた」と答え

震災前の国道 45 号。渋滞が慢性化していた 
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た。震災の教訓をもとに、市は 62路線で計

27 ㎞の避難道整備を進めている。 

■教訓 7 浸水域は予想の 2倍 

消防本部の消防士たちは、第 3次被害想定

に基づいた津波予想浸水域を把握した上で避

難誘導に当たる準備をしていた。しかし、実

際の津波は予想浸水域の約 2倍(10.2 ㎢→

18.6 ㎢)の面積を襲った。 

 犠牲になった消防職員は南三陸を含めて 10

人、気仙沼市の消防団員は 9人(公務 7人)。

消防車両 16 台と消防救急艇も失った。当時の

消防幹部は「私たちは想定を信じて命がけで

活動してきた。専門家から『想定外』という

言葉は聞きたくなかった」と怒った。 

 市は津波の浸水想定をもとにした防災マッ

プを全戸に配布していた。想定を超えた津波

が押し寄せることがあることも注記していた

が、多くの市民は「想定浸水域の外は安全」

と誤解してしまい、避難しない一因となって

しまった。 

 なお、震災直前の 23年 2 月には宮城県が第

４次被害想定の中間報告を公表。連動型の県

沖地震が発生した場合、気仙沼市の市街地で

最大 1.9ｍ、本吉で最大 10.6ｍの津波が襲来

すると想定していた。 

第 3次想定と東日本大震災の津波高 

 第 3次想定 第 4次想定 東日本大震災 

気仙沼 7.6ｍ 7.5ｍ 17ｍ 

市街地 ―  1.9ｍ 8ｍ 

本吉町 10.0ｍ 10.6ｍ 25ｍ 

唐桑町 8.7ｍ 8.4ｍ 15ｍ 

 
指定避難場所を津波が襲った「杉ノ下の悲劇」 

 気仙沼市で最も大きな被害を受けた杉ノ下地区は、

312 人のうち 93 人が津波の犠牲になった。避難訓練を

毎年欠かさず続けていた防災意識の高い地区だったが、

市が一時避難所に指定していた高台を津波が襲い、そこ

に避難していた 50 人ほどが流されたのだ。 

 その高台に遺族会が建立した石碑には、「この悲劇を

繰り返すな。大地が揺れたらすぐ逃げろ。より遠くへ、

より高台へ」と教訓が刻まれている。 

 杉ノ下で暮らしていた三浦美咲さん(当時 17 歳)は、

津波で両親と妹２人、祖父母、曾祖母の家族 7人を亡く

し、1 人きりになった。その美咲さんが 24 年 3月 11

日、気仙沼市の一周年追悼式で遺族代表の言葉を述べ

た。「海はたくさんの大切な人や思い出を奪っていった

けれど、私は海が好きです。母たちのいる海が、昔と変

わらない海が、今もこれからも、ずっと大好きです」 
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■教訓 8 児童福祉施設も被災 

 津波は沿岸部にあった計 8つの保育所、保

育園、幼稚園を襲った。このうち市立の一景

島保育所の園児たちは近くの中央公民館の屋

上に逃げて無事だったが、湾内で発生した火

災の黒煙が迫り、夜になると寒さとの戦いと

なった。ツイッターで子供たちのことをたま

たま知った東京都副知事からの情報で、ヘリ

コプターが救助に飛来し、13 日午後までに全

員が救出された。 

 一景島保育所は避難マニュアルで、津波警

報が出ているときは保護者が迎えに来ても帰

さないと決めていた。このマニュアルを守っ

たことで、多くの保護者と子どもを救ったの

だった。ほかの保育施設や小学校では、迎え

に来た保護者に渡してから渋滞に巻き込まれ

るなどして犠牲になったケースが少なくなか

ったからだ。 

 学校は南気仙沼小、鹿折小、大谷小、気仙

沼向洋高校が被災した。児童福祉施設、学校

ともに管理下で犠牲になった子どもはいなか

ったものの、ある保育士は「3月だから、訓

練の成果を出せて混乱せずに避難できた。こ

れが４月だと入園したばかり子どももいて混

乱しただろう」と話していた。 

 宮城県教職員組合は、県内で犠牲になった

小・中学生 261 人全員の被災状況を調査した。

気仙沼市内では小学生 7人、中学生 5人が犠

牲になり、このうち小学生が迎えに来た家族

ともに下校中の車内で被災したとみられる。

熱を出して早退していたり、欠席したりして

いた自宅で被害に遭った子どももいた。子ど

もをケアしなければならない教員たちが、学

校内に開設された避難所のお世話に時間をと

られたことも課題だった。 

 市内の病院と診療所は 35 施設のうち 22 施

設、歯科医院は 27 施設のうち 9施設が全壊。

医師２人、歯科医 3人が犠牲となった。 

  

 

大切な人を亡くした子どもへの接し方 

 

 突然の災害で混乱する中、身内を亡くした子供

のケアは大きな課題となりました。日本ユニセフ

協会が作成した資料では、亡くなった人との思い

出を大切にする作業などをアドバイスしていま

す。子どもに接するポイントを紹介します。 

 

1. 正直に子どもが分かる言葉でその人が亡く

なったことを伝え、事実関係を説明しましょ

う。「眠りについた」という曖昧な説明は、言

葉を文字通り解釈する幼い子供を混乱させ、

眠ることに恐怖心を抱かせてしまいます。 

2. 子どもが質問してきたら繰り返し事実を話

してあげましょう。子供は自分のペースで喪

失と向き合います。 

3. 子どもから亡くなった人に関わる話をして

きたときは、なるべく避けずに聴いてあげま

しょう。大切な人との思い出を大切にし続け

てもいいと周囲の大人に保障してもらえる

ことは大きな力になります。 

4. 「亡くなった人の分も頑張りなさい」「妹や

弟を守ってあげなさい」という言葉は、大切

な人を亡くした子どもにとっては心の負担

になります。 

5. そばにいて安心感が戻るまで様子を見てあ

げましょう。 

6. できるだけ生活リズムを保ち、その日の活動

予定を伝え、子どもが先のことを予測できる

ように工夫してあげましょう。無力感の中で

失われかけたコントロール感を取り戻すき

っかけになります。 

7. 悲観の過程にいる子どもをそばで見守るこ

と自体が辛い体験です。大人はセルフケアの

必要性を認識し、休憩をとったり、人と話し

たり、リラックスすることをスケジュールに

組み込み、自分自身の心をケアしましょう。 

. 
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■教訓 9 津波火災 

 津波によって朝日町一帯に並んでいた石油

タンク 22基が流され、計 1万 1000 ㎘の石油

が流出。内湾は火の海と化し、湾の最奥部に

ある鹿折地区は大火災となった。鹿折の火災

が鎮火したのは 12 日後の 3月 23 日。東京消

防庁からは 159 隊 728 人もの応援を受けた。

内ノ脇でも大きな火災があった。 

 石油タンクを原因とした火災は、震災前に

想定されていた。17 年の国交省の調査で危険

性が指摘されことで、津波研究の権威である

今村文彦教授が監修したテレビ番組「素敵な

宇宙船地球号」(テレビ朝日・19年 7 月放送)

では、気仙沼を襲う津波のＣＧが公開され

た。この中では漁船がタンクに衝突し、漏れ

た石油が火災の原因となるという想定だっ

た。300ｔクラスの大型漁船が漂流することの

危険性も指摘されていた。 

 大火災の経験を踏まえ、気仙沼市消防団の

村上貴敏分団長は全国消防団報告研修会で、

震災の教訓を次の通り紹介している。 

① 防災行政無線が使用不能になったことに

よって情報が不足した 

② がれき撤去によって道路を使えるように

しないと現場にたどりつけない 

③ 大津波の場合の水門・門扉閉鎖の必要性

と避難の判断時期が難しい 

④ 被災した団員も長期活動を余儀なくさ

れ、精神的・肉体的ストレスの対応が問

題となる 

⑤ 避難指示広報に対して一部住民が避難し

ようとせず、避難意識の低下が見られた 

⑥ 団員が不足している中での長期活動にお

ける交代要員確保と時期 

■教訓 10 3 千人を救った避難ビル 

 気仙沼市は津波に備えて、津波避難ビルを

認定していた。震災では 12 施設で計 3000 人

の命を守り、昭和 57 年か積み重ねてきた取り

組みの大きな成果となった。 

 ３階以上の高層階で、津波に耐えられる構

造であることが避難ビルの条件。震災では気

仙沼魚市場(1000 人)、や国県の合同庁舎

（320 人）、南気仙沼小（550 人）、中央公民館

（450 人）のほか、ヤヨイ食品（400 人）など

の民間施設にも避難した。 

 市内で認定された避難ビルはすべて無事だ

ったが、陸前高田市や南三陸町では高層階の

建物も屋上まで津波に襲われ、多くの人が命

を失った。想定外の津波だけでなく、避難ビ

ルになると、避難者を受け入れるために職員

が残らなければならず、備蓄、津波火災、防

犯上の対策も必要になるなどの課題もある。 
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■教訓 11 漂流する漁船 

 繰り返し襲ってくる津波に備え、水産庁は

18 年 3 月に「災害に強い漁業地域づくりガイ

ドライン」をまとめた。気仙沼漁港と波路上

地区をモデルにして調査した結果、被害を最

小限に抑えるため、漂流物や火災による被害

についても対策の必要性を指摘している。 

 同時期に国交省

が行った「沿岸部

と背後地の連携によ

る総合的な津波災害

軽減方策検討調査」

では、気仙沼港と

仙台港で被害想定を行った。気仙沼港は 1～2

ｍほどの浸水想定であり、大型漁船が建物に

ぶつかる結果にはならなかったが、漂流の危

険性は十分認識していたのだ。 

 東日本大震災では、危惧していた通り、漁

船や養殖施設の漂流、石油タンクからの油流

出が被害を拡大させた。漁船は小型 3633 隻の

うち 3164 隻が被災し、津波とともに打ち上げ

られた大型船は建物にぶつかるなどした。 

想定以上の大津波が襲来する可能性を指摘

した学者もいたし、漁船や石油タンクが漂流

する危険性は分かっていたのに、積極的な対

策は行われてこなかった。それはなぜか。震

災直前まで市長を務めた鈴木昇氏は、23年 8

月の読売新聞記事で「結局、経済的な発展を

優先していた。津波は、海と共生していくた

めの警告だ」と話している。 

 

■教訓 12 防げた関連死 

 市内の避難所には最大 2万人が避難した。

気仙沼中学校体育館に最大時で 1200 人も避難

するような環境下で、体調を崩す人も出た。

1000 年に 1度の巨大津波から生き延びたの

に、持病が悪化するなどして亡くなる人もい

た。震災が影響して亡くなる「関連死」は気

仙沼で 108 人となった。 

 全国の関連死の死者数は 3194 人（26年 3

月現在）。復興庁がまとめた「東日本大震災に

おける震災関連死に関する報告」は、このう

ち宮城、岩手、福島の 1263 人を対象に行った

原因調査の結果をまとめている。 

 年齢は 70 歳以上が約 9割。震災から１カ月

以内に約 5割、3カ月以内に約 8割が亡くな

った。宮城・岩手の原因は「避難所等におけ

る生活の肉体・精神的疲労」「地震・津波のス

トレスによる肉体的・精神的負担」、「病院の機

能停止による既往症の増悪」がトップ 3を占

めた。自殺者は宮城・岩手で 4人、福島は 9人

だった。濡れた衣服のまま５日間過ごした

り、トイレを心配して水分を控えたりしたこ

とが原因となった例も報告された。 

 対策として、福祉避難所などの整備を指摘

された。避難所の厳しい生活がその後の健康

状態にも影響するため、ライフラインの早期

復旧、避難所の環境整備、暑さ・寒さ対策も

重視した。一方、心のケア対策については、

「マスコミはまるで明確な対策が存在するよ

うに報道するが、本来は地域経済・職業・健

康状態の改善などを通して心の健康が回復し

ていく。生活不安が解消しない状態では、心

のケアは万能ではないことを知るべきだ」と

付記している。  
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■市役所の検証作業 

 災害対策本部が停電で機能しなくなるなど

の苦い経験をした気仙沼市は、市役所内の検

証作業に取り組み、震災で得た教訓を次代、

市外へと伝えようとしている。まずは震災か

ら６カ月の対応をまとめている。 

 記憶が消えゆく中、検証作業を急がなけれ

ばならないのだが、膨大な復旧・復興事業へ

の対応が優先されているのが現状で、十分な

検証ができずにいる。 

 特に急いで取り組まなければならないの

が、犠牲者の検証だ。震災後のアンケートで

生き残った人たちの状況は分かってきたが、

亡くなった人たちの状況は遺族や地域の記憶

があるうちに進めなければならないからだ。 

■震災前の取り組み 

 政府機関である地震調査委員会は 12年 11

月、マグニチュード 7.5 級の宮城県沖地震が

発生する確率を「30 年以内に 90％以上」と発

表。37 年間隔で発生してきたため、時間が経

過するほど確率はどんどん高まることから、

行政も地域も危機感を強めた。 

 気仙沼市は翌年 4月に当時では珍しかった

危機管理室を設置し、庁内を横断する地震・

津波防災対策検討チームを結成した。東北大

学や民間気象予報会社と共同開発した津波防

災システム「タイミング」の稼働、沿岸市町

がそれぞれ所有していた潮位観測データの共

有化などを目指した。津波の観測強化に向け

た要望活動も展開した。 

 津波のことを学べる

「気仙沼津波フィール

ドミュージアム」をウ

ェブ上に開設したり、

気仙沼市防災教育推進

委員会を設置して防災

教育を広げたりと、子

供向けの防災テキスト

を作成したりと、あの

手この手で防災意識の

啓発を図っていた。階上中は３年間を通して

の防災教育に取り組んできた。 

 鹿折地区では、宮城県気仙沼土木事務所が

「津波に強いまちづくり検討会」を 21年 12

月にスタート。過去の津波災害、防災上の課

題を学び、津波避難の図上訓練も体験し、津

波対策の行動計画をまとめ上げた。この取り

組みは唐桑町小鯖地区でも行われた。 

市民も動いた。気仙沼青年会議所は市民防

災セミナーを開催し、年に一度の津波避難訓

練を続ける自治会も増えた。市民運動会を防

災運動会に変えて、バケツリレーなどをプロ

グラムに入れた地区もあった。 

 震災１年前の 22 年 2月 27 日に襲来したチ

リ地震津波の教訓を踏まえ、23 年 2 月 13 日

には津波防災シンポジウムが開かれ、防災教

育の充実などを誓い合った。震災の２日前の三

陸沖地震でも津波注意報が出たばかりだった。 

津波被害を受けた主な公的施設 

南気仙沼小 鹿折小 大谷小 大谷幼稚園 葦の芽

星谷幼稚園 一景島保育所 波路上保育所 新生保

育園 双葉保育園 南気仙沼幼児園 伸びる幼児園 

総合市民福祉センター  水産振興センター 水産

研修センター はまなすステーション 観光物産セ

ンター(エースポート) 岩井崎プロムナードセンタ

ー 亀山リフト 鹿折児童館 気仙沼中央公民館 

鹿折公民館 小泉公民館 勤労青少年ホーム 水道

事務所 消防本部南町出張所 宮城県気仙沼合同庁

舎 国気仙沼合同庁舎 気仙沼警察署 大谷駐在所 

鹿折駐在所 南町交番 南気仙沼駅など 
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■移転するはずだった防災庁舎 

 震災遺構の賛否が注目されている南三陸町

の防災対策庁舎。チリ地震津波で役場が浸水

したことを受け、災害時に対策本部機能を持

つ鉄骨 3階建ての施設を平成 7年に建設し

た。3階には自家発電機械も備えていた。津

波に流されないように基礎杭を 24本も打ち込

んだ。 

 庁舎の高さは 12ｍ。宮城県沖地震の想定は

最大 6.7ｍ、東日本大震災の大津波警報も当

初は 6ｍだったため、職員は庁舎に残って防

災無線で避難を呼び掛け続けた。しかし、

15.5ｍの津波が押し寄せ、屋上に避難した職

員ら約 30人のうちアンテナにしがみつくなど

した 11 人以外は犠牲になった。 

 南三陸町は 17年、志津川町と歌津町が合併

して誕生した。いずれの庁舎も老朽化による

地震被害と津波が心配されていたため、合併

協定では新しい庁舎建設について「2年以内

に着手する」と決めていた。候補地は高台に

ある志津川商工団地付近だった。協定通りに

役場移転をしていれば、震災の被害を受ける

ことはなかった。 

 なぜ、庁舎移転は実現しなかったのだろう

か。合併後の新町は、役場庁舎建設の在り方

を検討するための委員会を設置したのだが、

約 20 億円と想定した多額の建設費用を理由に

「今後 10年以内に検討を進められる状況にな

く、既存施設の改修や遊休施設の活用で対応

できる」と答申。庁舎整備の必要性は認めな

がら、「庁舎建設を優先させれば、町民生活に

直結する基盤施設整備の財源が不足する」と

考えたのだ。 

 この頃から、市民を加えた検討委員会

がさまざまな分野で増えていた。しか

し、安全や防災については、短期的な意

見に流されず、行政が責任を持って方針

を決めるべきだったと思う。 

 

■自助・共助・公助 

 防災には、自らの命を守る「自助」、地域の

中で助け合う「共助」、行政など社会的な仕組

みの中で助ける「公助」のバランスが大切だ

といわれてきた。そして、震災で学んだの

は、津波被害で最も重要なのは「自助」であ

るということだった。 

 津波は沿岸の限られた災害である。避難し

て自分の命だけ守れば、浸水しなかった地域

の力でその命を保護することができる。しか

し、震災では家族を迎えに行って津波に巻き

込まれたケースが多かった。それぞれが確実

に避難しているという信頼があれば、自分が

避難することに専念できるのだ。岩手では

「津波てんでんこ」としてこの教えが伝えら

れてきた。 

気仙沼復興レポートのバックナンバーは今川悟ホームペー

ジで公開中です。 http://imakawa.net 
❶少子化と人口減少❷防潮堤問題❸復興予算の限界❹鉄路復旧

とＢＲＴ❺高校再編❻災害公営住宅❼仮設住宅❽財政シミュレ

ーション❾災害危険区域❿震災遺構⓫人手不足⓬防災公園 

http://imakawa.net/
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東日本震災の教訓 

 

①  想定を鵜呑みにせずに最悪の事態にも備えて 

地震・津波予測は過去の記録がもとになっている。想定外の津波に備えることが想定

内の津波への対策にもなる。津波シミュレーションも絶対ではない。 

②  一番大切なのは命。備えも命がけで 

消防士は予想浸水域を覚えて救助活動をしていた。どんなに自動化や遠隔操作化をし

ても、現場から離れられない人もいる。命がけで前線に赴く人のため、備えも命がけ

で行いたい。 

③  普段から悪いものは災害時にもっと悪くなる 

映画のようなことは起きない。震災前にできないことは震災後もできない。震災前か

ら良かったところはさらに良くなるが、悪かったところはさらに悪くなる。普段から

悪いところをなくす努力をすることが、災害時や復興期に効果を発揮する。 

④  命を預けられるリーダーを選択・育成しよう 

災害時に大きな権限を持つ市長や知事の力量が復旧・復興を左右する。政治を諦めて

はダメ。適任者がいなければ育てよう。 

⑤  想像力を働かせて対策を考えよう 

1 階に津波の備えを蓄えていて、流されてしまったところがある。市役所ワンテン庁

舎 1階にあった非常用電源も浸水して使えず、市役所で災害本部の機能を果たせなか

った。想像力を働かせて対策を考えよう。 
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震災検証の参考となる資料一覧（気仙沼関連） 

最新の復興情報 

タイトル（カッコ内は出典） 内 容 

データで見る復興の状況 

（気仙沼市震災復興サイト） 

毎月発表している気仙沼市の資料。人口や仮設住宅入居者の推移、

住宅再建や災害復旧の状況など復興関連のデータが満載されてい

る。 

復旧・復興事業の取組状況と課題 

（気仙沼市震災復興サイト） 

年 4回のペースで改定している気仙沼市の資料。防災集団移転や災

害公営住宅、土地区画整理、防潮堤、産業再生など、復旧・復興事

業の概要が分かりやすく説明されている。 

復旧・復興の全体図 

（気仙沼市震災復興サイト） 

気仙沼市内を気仙沼、鹿折、松岩、新月、階上、大島、面瀬、中

井・唐桑、小原木、小泉、津谷、大谷に分け、計画している復旧・

復興事業を地図上で説明している。一部地区は拡大図もある。随時

更新。 

復興まちづくり事業カルテ（宮城県） 地区ごとに復興事業を紹介している地図。事業担当の連絡先、スケ

ジュールも示されている。 

防 災 

宮城県第四次地震被害想定調査中間報告

（宮城県） 

23 年 2 月 1 日に公表された震災前の最新想定。浸水深、到達時間な

どが示されている。震災前の市内の写真も見られる。 

津波シミュレーションを用いた災害に強

い漁業地域づくり（水産庁） 

震災前の 18 年㋂にまとめた「災害に強い漁業地域づくりガイドライ

ン」の概要を説明している。気仙沼湾一帯の明治三陸津波、想定県

沖地震津波の到達時間と流速、岩井崎の浸水予想図も示した。 

津波避難等に関する市民アンケート 

（気仙沼市） 

25 年 11 月に公表。全市民の 24％が回答。避難方法と課題、移動手

段、勤務場所、情報入手、避難所運営、今後の備えなどを質問して

いる。第 18 共徳丸保存の質問には 7 割が反対した。 

被災者アンケートの結果 

（気仙沼市） 

23 年 6 月実施。気仙沼市復興会議の配布資料。避難所と仮設住宅の

住民を対象に実施したアンケート。震災時にいた場所、情報源、避

難方法と移動場所について、2769 人が回答している。 

気仙沼市における人的被害の特徴 

(静岡大学防災総合センター牛山研究室） 

犠牲者の居住地を分析。500ｍメッシュの犠牲者率は最大 14％(杉ノ

下)だった。発見場所は居住敷地内が多かった。犠牲者の年齢構成も

分析している。 

過去の高台移転の状況 

（東北地方太平洋沖を教訓とした地震・

津波対策に関する専門調査会） 

被災地で過去に高地移転を行った地域を紹介。只越や大谷など、過

去に移転していても再び被害を受けた地域がある。 

津波避難等に関する市民アンケート結果

報告書(気仙沼市) 

25 年 7 月に実施したアンケートの結果。全世帯に調査票を配布し、1

万 5408 件の回答があった。避難情報の入手方法、避難方法、今後の

防災などについて調査している。 
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調査・研究 

気仙沼仮設住宅現地調査報告書 

（ヒューマンライツ・ナウ） 

24 年 2 月に仮設住宅で住民から聞き取り調査。生活環境、情報

格差の問題などを指摘。 

巨大津波によってえぐられた気仙沼湾の海底

（熊本大学の秋元和實等） 

巨大津波によってえぐられた気仙沼湾の海底地形を観測。立体

化。 

津波による土木構造物の被害調査報告 

（大阪市立大学大学院 大内一ら） 

気仙沼市と南三陸町の橋、護岸施設、を調査。構造や落橋の原

因を一つ一つまとめている。 

震災を踏まえた今後の LP ガス安定供給の在

り方に関する報告書（みずほ情報総研） 

資源エネルギー庁の委託事業で、供給基地の被害、需要動向、

課題、被災想定と事前対策などをまとめた。気仙沼・本吉地方

では販売所 57 か所のうち 41 か所が被災したことを紹介。 

気仙沼港の海岸保全施設の被害調査報告 

（国交省国土技術政策総合研究所） 

震災４か月後に現地入りし、防潮堤の被害を調査。地盤沈下、

漂流物激突、津波洗掘の状況を報告している。 

東日本大震災の復興に関する調査結果報告書

（東京大学院防災情報研究センターなど） 

女川、亘理、気仙沼、南相馬で震災から１年の心境、付き合い

の変化、必要な支援、津波対策などを分析している。気仙沼市

から 108 人協力 

東日本大震災からの津波被災市街地復興手法

検討調査（国土交通省） 

復興計画策定支援で国が調査した結果。市街地再建や集団移転

の方向性がまとめられている。全市町分あり。 

東日本大震災被災市町村への中長期公衆衛生

支援のあり方に関する提言 

（日本公衆衛生協会） 

24 年 3 月公表。医師などの被災地派遣のまとめ。気仙沼市への

派遣が、実質的に被災地で最多だったことを報告している。 

災害時のトイレ機能の確保に関する調査報告

書（日本トイレ研究所） 

水洗トイレが使えなくなった教訓をもとに、災害時のトイレ対

応を提言。気仙沼市など 4 市町で調査が行われた。 

東日本大震災全国消防団報告研修会報告書

（気仙沼市消防団分団長・村上貴敏） 

鹿折の火災の消火活動などを紹介。団員対応の課題と対策も記

している。 

地方公共団体情報部門の被災時の取組みと今

後のあり方に関する調査研究報告書 

（地方自治情報センター） 

気仙沼市の電算センターの震災後の対応、住民基本台帳データ

の管理、罹災証明書の独自システムなどを紹介している。 

水工学委員会調査団報告書 

（水工学委員会） 

気仙沼大川、鹿折川、折立川、水尻川、長谷部川、気仙川の河

川氾濫調査結果。 

日本建築学会東北支部の災害調査速報 気仙沼市で高低差による津波被害の実態を現地調査してまとめ

ている。 

津波流失家屋マッピングプロジェクト 

（緊急地図作成チーム） 

立正、奈良、東京大学などが、浸水区域、家屋流出などを地図

上に表記している。 

東北地方太平洋地震を教訓とした地震・津波

対策に関する専門調査会報告 

地形や防護施設別の浸水状況、津波観測、地殻変動、施設被害

と不明者数、過去の地震との比較、今後の津波想定の考え方、

避難分析、過去の高地移転、気仙沼市の津波避難ビル(中央公民

館とヤヨイ食品)など、さまざまな資料が揃っている。 
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記録集 

「巨震激流」（三陸新報社） 

地元紙が 23 年 7月に発行した震災記録集。各地点で撮影された

津波の写真、記者の手記、市民の証言、23 年 3月分の新聞紙面

が掲載されている。 

東日本大震災 消防活動の記録 

（気仙沼・本吉地域広域行政組合消防本部） 

燃油タンク被害、消防の初動、火災事例、殉職者のほか、職員

11 人の手記が掲載されている。 

震災活動記録集「今を生きるともに未来へ」 

（気仙沼市立病院） 

トリアージポストの開設、透析患者の北海道移送作戦など、部

門ごとに震災時の対応を詳しく説明している。 

東日本大震災に係る教育関連記録集 

（宮城県教育委員会） 

教育に関する震災対応、教訓をまとめて公表している。志津川

自然の家、気仙沼向洋高校、小原木小学校、鹿折中学校の震災

対応も個別に紹介されている。 

東日本大震災 1年の記録 

（宮城県気仙沼保健福祉事務所） 

仮設住宅建設までの道のり、部屋の間取りなどを説明してい

る。 

東日本大震災から 3 年「警察活動の記録」 

（宮城県警） 

救出活動、検視、治安維持、不明者捜索などの取り組みを紹

介。登米から気仙沼に派遣された女性警官の手記が混乱と惨状

を記録している。 

作文宮城 60 号特別篇 

「あの日の子どもたち」東日本大震災記録集 

(宮城県連合小学校教育研究会国語研究部会) 

23 年夏に書かれた震災に関する作文を収録。気仙沼市と南三陸

町の小学生 30 人の作文、15 人の詩が紹介されている。家族や

自宅を失った子供たちの心境が綴られている。 

松岩公民館避難所物語「陽はまた昇る」 

(松岩公民館経営委員会など) 

600 人以上が避難生活を送った松岩公民館の記録。避難所を運

営するための組織と役割分担、健康管理、支援物資の配布方

法、炊き出しメニューなどを詳細に説明している。 

階上地区震災記録誌「服膺の記」 

(記録誌編集委員会) 

自治会長や住民の手記をはじめ、被害状況、震災前の様子など

を写真で紹介している。 

東日本大震災の記録 

(気仙沼向洋高校) 

津波で校舎が被災した気仙沼向洋高校の記録。屋上に避難した

職員が撮影した津波、階上中学校の避難生活、仮設校舎の暮ら

しと支援などを紹介している。 

その他 

東日本大震災復興支援Ｑ＆Ａ 

（日本弁護士連合会） 

復興事業について専門家の視点から質問と答えを用意。 

津波被災マップ 

（日本地理学会） 

震災前後の空中写真と基盤地図に、津波の遡上範囲、家屋が多

く流された範囲を表示できる。印刷、ダウンロードもできる。 

被災地の空撮写真 

（アジア航測・国土地理院） 

アジア航測は震災３日後に空撮した気仙沼、階上、面瀬などの

写真を公開。国土地理院は 23 年 5 月 23 日の写真、被災前後の

衛星写真を公開している。 


